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秋 

　
号

　
平
成
二
十
七
年
度
東
京
医
療
専
門
学
校
呉
竹
会
総
会
が
、

平
成
二
十
七
年
五
月
三
十
一
日
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
に
て

午
後
二
時
三
十
分
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
席
上
で
、
は
か
ら
ず
も
私
が
新
会
長
に
推
挙
さ
れ
ま

し
た
。
浅
学
菲
才
な
が
ら
母
校
な
ら
び
に
呉
竹
会
の
発
展
の

た
め
、
責
任
の
重
さ
を
自
覚
し
微
力
な
が
ら
会
務
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
前
会
長
・
櫻
井
弘
先
生
に
は
、
四
年
間
学
園
・
呉
竹
会
の

た
め
に
大
い
に
尽
力
を
つ
く
さ
れ
、
素
晴
ら
し
い
実
績
を
残

さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。
今
後
共

格
段
の
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

　
ま
た
、
全
国
各
地
の
呉
竹
会
役
員
な
ら
び
に
会
員
、
教
職

員
の
皆
様
に
は
、
更
な
る
ご
協
力
ご
支
援
の
ほ
ど
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

　
本
校
は
、
大
正
十
五
年
に
創
立
さ
れ
た
業
界
屈
指
の
歴
史

を
誇
る
伝
統
校
で
あ
り
ま
す
。
初
代
理
事
長
・
坂
本
貢
先
生

の
「
最
高
の
医
療
を
届
け
た
い
」
と
い
う
建
学
の
精
神
を
、

現
理
事
長
・
坂
本
歩
が
見
事
に
重
責
を
引
き
継
ぎ
、
東
京
医

療
専
門
学
校
は
元
よ
り
呉
竹
鍼
灸
柔
整
専
門
学
校
（
横
浜

校
）・
呉
竹
医
療
専
門
学
校
（
大
宮
校
）
の
充
実
躍
進
さ
せ

て
お
り
、
そ
の
姿
に
は
目
を
み
は
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
例

年
国
家
試
験
の
合
格
率
を
見
て
も
、
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
維
持

し
続
け
て
お
り
ま
す
。
私
も
卒
業
生
の
一
人
と
し
て
嬉
し
い

限
り
で
す
。

　
ま
た
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
呉
竹
総
会
後
に
は
「
卒
業
生

の
集
い
」
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
同
窓
生
の
皆
様
に
も
、
ぜ

ひ
参
加
を
し
、
こ
れ
を
機
に
新
し
い
出
会
い
、
更
な
る
先
生

方
と
の
交
流
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。「
卒
業
生
の
集
い
」
に

ぜ
ひ
大
勢
の
先
生
に
参
加
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
さ
ら

に
今
年
十
月
十
六
日
、呉
竹
医
療
専
門
学
校（
大
宮
校
）に
て
、

第
二
十
七
回
呉
竹
医
学
会
学
術
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
多

く
の
卒
業
生
が
参
加
さ
れ
ま
す
よ
う
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
全
国
の
呉
竹
会
員
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
発

展
と
ご
活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

今
後
の
発
展
を
め
ざ
し
て

今
後
の
発
展
を
め
ざ
し
て

新
会
長
あ
い
さ
つ

呉
竹
会
会
長

　
海
老
原
　
　
　
勝

（
柔
道
整
復
科

　
昭
和
五
十
三
年
度
卒
）

東京医療専門学校・呉竹会　新役員

　相談役　山岡　巳義　柔道整復科　昭和43年卒　鍼灸マッサージ科　昭和48年卒　　理　事　須賀　康明　柔道整復科　昭和38年卒
　理　事　佐藤　祐司　柔道整復科　昭和62年卒　　理　事　手塚　善雄　柔道整復科　昭和62年卒　鍼灸科　平成元年卒
　理　事　依田　和司　鍼灸マッサージ科　昭和63年卒

会　長
海老原　勝

柔道整復科　昭和53年卒

副会長／学術部長
近藤　昌之

柔道整復科　昭和55年卒

経理部長
安藤　隆一

マッサージ科　昭和47年卒
鍼灸マッサージ科　昭和49年卒

総務部長
金谷　義孝

鍼灸マッサージ科　平成８年卒

事業部長
大久保秀夫
鍼灸科　昭和54年卒

監　事
内山　真喜

鍼灸マッサージ科　昭和37年卒

相談役
山下　豐仁

鍼灸マッサージ科　昭和52年卒

相談役
菊池　本明

鍼灸マッサージ科　昭和37年卒
柔道整復科　昭和39年卒

相談役
石森　勇治

柔道整復科　昭和55年卒

相談役
櫻井　　弘

柔道整復科　昭和38年卒

理　事
高野　耕造
鍼灸マッサージ

教員養成科　昭和63年卒

理　事
半田　光男

柔道整復科　昭和50年卒

理　事
長尾　雅人

鍼灸マッサージ科　平成９年卒

理　事
相沢　　丈

柔道整復科　昭和43年卒

理　事
浅宮　音丸

柔道整復科　昭和55年卒

理　事
勝又　俊雄

鍼灸マッサージ科　昭和59年卒

総務副部長
倉持　栄一

柔道整復科　昭和50年卒
鍼灸マッサージ科　昭和53年卒

広報部長
荻野三恵子
鍼灸科　平成２年卒

事業副部長
森田　政次

柔道整復科　昭和43年卒

学術副部長
市原　明彦

柔道整復科　昭和55年卒

監　事
牛込　信喜

柔道整復科　昭和43年卒

理　事
安達　淳子

鍼灸マッサージ科　昭和62年卒

理　事
林　　云海

柔道整復科　平成15年卒
鍼灸マッサージ科　平成16年卒

理　事
狩野　和利

柔道整復科　平成５年卒
鍼灸マッサージ科　平成２年卒

理　事
大釜　　崇

柔道整復科　平成15年卒
鍼灸マッサージ科　平成17年卒

理　事
柿沼　貴子
鍼灸科　平成11年卒
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１．会員名簿の整備
２．呉竹会基金の募集
３．全国組織網の拡充
　　（イ）未組織支部の拡充
　　（ロ）発足支部会の活動援助

（10支部）
４．｢くれたけだより｣の発行
　　平成27年４月 第39号　7,500部
　　平成27年９月 第40号　7,500部
５．呉竹祭の開催
　　平成27年10月17日
６．呉竹医学会への参加
　　平成27年10月16日
　　　呉竹医学会発表
７．鍼灸マッサージ教員養成科
　　卒業論文の贈呈
　　平成28年３月
８．功労者　表彰
　　平成27年５月
　　　呉竹祭
　　　実行委員長・副委員
９．平成27年度 東京医療専門学校
　　卒業式　呉竹会賞　表彰
　　平成28年３月17日

１．会員名簿の整備
２．呉竹会基金の募集
３．全国組織網の拡充
　　（イ）未組織支部の拡充
　　（ロ）発足支部会の活動援助

（10支部）
４．｢くれたけだより｣の発行
　　平成26年４月 第37号　7,500部
　　平成26年９月 第38号　7,500部
５．呉竹祭の開催
　　平成26年10月18日
６．呉竹医学会への参加
　　平成26年10月17日
　　　呉竹医学会発表
７．鍼灸マッサージ教員養成科
　　卒業論文の贈呈
　　平成26年３月　75部
８．功労者　表彰
　　平成26年５月25日
　　　呉竹祭
　　　実行委員長・副委員　３名
９．平成26年度 東京医療専門学校
　　卒業式　呉竹会賞　表彰
　　平成27年３月13日
　　　鍼灸マッサージ科　２名
　　　鍼灸科　　　　　　１名
　　　柔道整復科　　　　３名
　　　鍼灸マッサージ教員養成科　１名

平成26年度 事業報告 平成27年度 事業計画

平成27年度　予　　　算
（平成27年４月１日～平成28年３月31日）

収入の部 （単位：円）
費　　　　　目 26年度決算 27年度予算 備　　　　　　考

１．前 期 繰 越 金 1,465,026 950,043
２．運営活動準備金取崩 0 0
３．会 費 5,370,000 5,280,000 新会員＠30,000×176名
４．預 金 利 子 2,051 4,000
５．補 助 金 500,000 500,000
６．雑 収 入 714,148 700,000
収　入　合　計 8,051,225 7,434,043

支出の部
費　　　　　目 26年度決算 27年度予算 備　　　　　　考

１．運 営 費 4,310,997 4,150,000
　⑴人 件 費 47,520 50,000
　⑵一 般 経 費 4,263,477 4,100,000
　　　什 器 備 品 費 0 0
　　　機 器 保 全 費 0 0 複写機リース料、パフォーマンスチャージ等
　　　消 耗 品 費 0 0
　　　通 信 費 2,627,519 2,500,000 くれたけだより（総会のご案内）
　　　交 通 費 701,380 600,000 役員会他交通費
　　　印 刷 費 934,578 1,000,000 くれたけだより
　　　会 議 費 0 0
　　　雑 費 0 0
２．活 動 費 2,790,185 2,950,000
　⑴総 会 費 280,580 300,000 総会会場費、特別講演費用
　⑵理 事 会 費 50,000 50,000
　⑶呉 竹 祭 費 1,077,790 1,000,000
　⑷表 彰 費 86,050 100,000 功労者表彰
　⑸学校行事協賛費 60,000 60,000 柔道大会
　⑹慶 弔 費 20,000 100,000
　⑺広 報 費 0 0
　⑻学 術 研 究 費 0 0
　⑼支 部 補 助 費 895,765 900,000 支部会事務費
　⑽支部発足準備費 0 0
　⑾学内同好会補助費 20,000 40,000 ２同好会
　⑿学内研究等補助費 300,000 400,000
３．基 金 組 入 額 0 0
４．特別会計組入額 0 0
　　運 営 活 動 準 備 0 0 期末残高　0万円
　　90周年記念準備 0 0 期末残高　250万円（見込）
　　予備費／次期繰越 950,043 334,043
支　出　合　計 8,051,225 7,434,043

基 金 受 入 状 況
（昭和57年４月１日～平成27年３月31日）　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

年　度　別 会員よりの受入 呉竹会より 受入合計 利息組入 基金合計人　数 金　額
前年度繰越金 996 12,498,647 13,514,626 26,013,273 10,311,780 36,325,053
平 成 25 年 度 0 0 0 0 8,722 8,722

計 996 12,498,647 13,514,626 26,013,273 10,320,502 36,333,775

平成26年度　決 算 報 告 書
（平成26年４月１日～平成27年３月31日）

収入の部 （単位：円）
費　　　　　目 26年度予算 増減（決算－予算） 26年度決算 備　　　　　考

１．前 期 繰 越 金 1,465,026 0 1,465,026
２．運営活動準備金取崩 0 0 0
３．会 費 5,370,000 0 5,370,000 新会員＠30,000×179名
４．預 金 利 子 4,000 －1,949 2,051
５．補 助 金 500,000 0 500,000
６．雑 収 入 700,000 14,148 714,148
収　入　合　計 8,039,026 12,199 8,051,225

支出の部
費　　　　　目 25年度予算 増減（決算－予算） 25年度決算 備　　　　　考

１．運 営 費 4,410,000 －99,003 4,310,997
　⑴人 件 費 70､ 000 －22,480 47,520
　⑵一 般 経 費 4,340,000 －76,523 4,263,477
　　　什 器 備 品 費 0 0 0
　　　機 器 保 全 費 0 0 0
　　　消 耗 品 費 0 0 0
　　　通 信 費 2,500,000 127,519 2,627,519 くれたけだより他送料
　　　交 通 費 600,000 101,380 701,380 役員会他交通費
　　　印 刷 費 1,200,000 －265,422 934,578 くれたけだより他印刷費
　　　会 議 費 20,000 －20,000 0
　　　雑 費 20,000 －20,000 0
２．活 動 費 2,970,000 －179,815 2､ 790,185
　⑴総 会 費 300,000 －19,420 280,580
　⑵理 事 会 費 50,000 0 50,000
　⑶呉 竹 祭 費 1,000,000 77,790 1,077,790
　⑷表 彰 費 100,000 －13,950 86,050 功労者表彰
　⑸学校行事協賛費 60,000 0 60,000 柔道大会
　⑹慶 弔 費 100,000 －80,000 20,000
　⑺広 報 費 0 0 0
　⑻学 術 研 究 費 20,000 －20,000 0
　⑼支 部 補 助 費 1,000,000 －104,235 895,765 支部会事務費
　⑽支部発足準備費 0 0 0
　⑾学内同好会補助費 60,000 －40,000 20,000 同好会補助
　⑿学内研究等補助費 300,000 0 300,000
３．基 金 組 入 額 0 0 0
４．特別会計組入額 0 0 0
　　運 営 活 動 準 備 0 0 0
　　90周年記念準備 0 0 0 期末残高250万円
　　予備費／次期繰越 659,026 291,017 950,043
支　出　合　計 8,039,026 12,199 8,051,225

上記のとおり報告いたします。
　　　　　　平成27年３月31日　　　　　　　会　長　櫻井　　弘 ㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副会長　海老原　勝 ㊞

この収支決算は監査の結果適正であることを認めます。
　　　　　　平成27年５月14日　　　　　　　監　事　牛込　信喜 ㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内山　真喜 ㊞

　

平
成
二
十
七
年
五
月
三
十
一
日

（
日
）、
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
に

て
『
第
四
十
七
回
呉
竹
会
総
会
』
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
副
会
長
の
海
老

原
先
生
の
開
会
宣
言
が
あ
り
、
櫻
井

会
長
の
あ
い
さ
つ
、
そ
し
て
東
京
医

療
専
門
学
校
校
長
か
ら
の
祝
辞
が
あ

り
、
次
に
昨
年
、
十
月
十
八
日
に
開

催
さ
れ
た
「
呉
竹
祭
」
の
実
行
委
員

長
「
成
瀬
香
織
」（
鍼
灸
科
）
並
び

に
副
実
行
委
員
長
「
日
吉
聖
也
」（
柔

道
整
復
科
）・「
東
川
遙
」（
鍼
灸
マ
ッ

サ
ー
ジ
科
）
の
三
人
の
功
労
者
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
を
進
め
る
に
あ
た
り
議
長
団

が
選
出
さ
れ
、
議
長
に
理
事
の
「
倉

持
栄
一
」
先
生
、
副
議
長
に
は
「
西

出
卓
弥
」
先
生
（
柔
道
整
復
科
平
成

　

春
日
井
有
輝
先
生
（
法
政
大
学
ス

ポ
ー
ツ
健
康
学
部　

兼
任
講
師
）
に

よ
り
「
動
き
の
評
価
と
改
善
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
」
と
題
し
た
講
演
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
は
、
ス
ク
ワ
ッ
ト
や
レ
ッ
グ

ラ
ン
ジ
な
ど
基
本
的
な
運
動
を
採
り

あ
げ
、
動
き
の
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
を

解
説
、
ま
た
評
価
で
見
ら
れ
た
不
良

な
動
作
を
改
善
す
る
た
め
の
エ
ク
サ

二
十
七
年
三
月
卒
）、
書
記
に
「
山

保
妃
美
」
さ
ん
（
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ

科
二
年
）
と
「
山
本
和
正
」
さ
ん
（
鍼

灸
科
二
年
）
の
方
々
が
選
出
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

議
題
一
の
平
成
二
十
六
年
度
事
業

報
告
を
事
業
部
長
「
大
久
保
秀
夫
」

先
生
が
、
議
題
二
の
平
成
二
十
六
年

度
決
算
報
告
を
経
理
部
長
「
安
藤

隆
一
」
先
生
が
、
議
題
三
の
平
成

二
十
六
年
度
会
計
監
査
報
告
を
監
事

「
牛
込
信
喜
」
先
生
よ
り
な
さ
れ
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
題
の
平
成
二
十
七
年
度

事
業
計
画
案
を
事
業
部
長
「
大
久
保

秀
夫
」
先
生
が
、
議
題
六
の
平
成

二
十
七
年
度
予
算
案
を
経
理
部
長

「
安
藤
隆
一
」
先
生
が
な
さ
れ
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
題
の
六
役
員
改
選
で
は
先
の
役

員
会
で
会
長
・
副
会
長
を
除
く
理
事

よ
り
推
薦
が
あ
り
、
決
定
さ
れ
ま
し

た
旨
の
報
告
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
会
長
に
「
海
老
原
勝
」
先
生
、

副
会
長
に
「
近
藤
昌
之
」
先
生
並
び

に
「
船
水
隆
広
」
先
生
（
東
京
医
療

専
門
学
校
教
員
）が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
副
会
長
の
近
藤
先
生
に
よ

る
閉
会
宣
言
が
あ
り
、
無
事
総
会
は

終
了
し
ま
し
た
。

サ
イ
ズ
が
、
実
演
も
含
み
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

（
略
歴
）

筑
波
大
学
体
育
専
門
学
校
群
卒
業
、

放
送
大
学
文
化
科
学
研
究
科
修
了

呉
竹
鍼
灸
柔
整
専
門
学
校　

柔
道
整

復
科
卒
業
（
平
成
二
十
二
年
度
）

柔
道
整
復
師
、
日
本
体
育
協
会
公

認
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ト
レ
ー
ナ
ー
、

NSCA-CSCS

第47回 呉竹会総会開催第47回 呉竹会総会開催

「
動
き
の
評
価
と
改
善
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」

春
日
井
有
輝 

先
生

講演会
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　 後 臨 床 　 修 講 座卒卒卒 研研研

ｋｕｒｅ
ｔａ
ｋ
ｅ
塾

ｋｕｒｅ
ｔａ
ｋ
ｅ
塾

ｋｕｒｅ
ｔａ
ｋ
ｅ
塾

ｋｕｒｅ
ｔａ
ｋ
ｅ
塾
の
ご
案
内

国
家
試
験
合
格
を
目
指
す
あ
な
た
に

国
家
試
験
合
格
を
目
指
す
あ
な
た
に

　

鍼
灸
師
・
柔
道
整
復
師
の
養
成
学
校
を
卒
業
さ
れ

た
方
を
対
象
に
、
長
年
に
わ
た
り
積
み
重
ね
て
き
た

国
家
試
験
対
策
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
国
家
試
験

合
格
へ
の
確
か
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
提
供
し
ま
す
。

　

年
々
、
難
易
度
が
上
が
っ
て
い
る
「
は
り
師
・
き
ゅ

う
師
・
柔
道
整
復
師
」
の
国
家
試
験
へ
の
万
全
の
準

備
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
他
校
を
卒
業
さ
れ
た
方
も
受
講
可
能
で

す
の
で
、
新
た
な
気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト
で
き
ま
す
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
募
集
概
要
・
申
込
方
法
等
に
つ

き
ま
し
て
は
、
当
校
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　　　　　　　東京医療専門学校ホームページにある卒後臨床研修講座から申込
用紙をダウンロードし、必要事項を記入の上、FAX（03-3358-3976）にて
お申し込みください。
　ダウンロードが出来ない場合は、事務局までお問い合わせください。（TEL：
03-3341-4043）
　複数回で開講される講座については、原則全ての日程に出席できる方が対象と
なります。
　回途中からの参加・キャンセルはできません。
　相互刺鍼が行われる講座について、刺激を受けることが出来ない方の受講はご
遠慮ください。

申 込 方 法

http://www.takachiho-medical.co.jp/    E-mail：medimann@takachiho-medical.co.jp
〒182-0036 東京都調布市飛田給1-45-4   TEL：042-498-1911  FAX：042-480-6361

Quadroflex

鍼灸・手技・理学療法台の最高峰
ジムナ カウチシリーズ
クワドロフレックス

お任せください。鍼灸・接骨用品から開業のサポートまで！
新時代・新医療へのパートナー

講 座 名 開催日時（予定）／受講料 講 師 ／ 講 義 内 容

外傷処置

11月25日・12月９日・１月13日・
２月10日・３月９日
（全５回・水曜日開催予定）

深澤　晃盛　先生

18時30分～ 20時40分 近年、医療進歩はめざましく、高齢化に伴う疾病構造の変化、国民の医療に対する関心の高まりなど、医療を取り巻く環境は大
きく変化しております。将来、開業して患者と接し傷病の鑑別や施術を行う柔道整復師においては、卒業後さらに骨折、脱臼な
ど「ケガ」の処置ができる能力を高めておく必要があります。各疾患ごとの施術において必要な検査法、整復法、固定法はもち
ろん、画像解析や後療法を含めた構成になっております。是非、この機会に高い臨床能力を修得してみませんか!!全５回　10,000円

医古文入門

決定後、ホームページでお知らせし
ます（全５回・水曜日開催予定） 小杉　順一　先生

18時30分～ 20時30分 この講座は、漢文を読むための基礎的な力をつけることを目標にしています。将来は医古文の密林を一人で探査できるはずです。
古典は臨床に役立つヒントが隠され、発掘されるのを待っています。故きを知る道の一歩をみんなで踏み出しましょう。全５回　10,000円

経絡治療　基礎

11月19日・12月２日・１月14日・
２月18日・３月10日
（全５回・木曜日開催予定）12月２
日のみ水曜日

岡田　明三　先生（経絡治療学会会長）、中村　　尚　先生、船水　隆広　先生

18時30分～ 20時40分 経絡治療学会関東支部より講師を招き、経絡治療を臨床で実践する為の基礎学問、四診（特に脈診）、基礎治療法までを学習します。
東京医療専門学校と経絡治療学会より修了書をお渡しいたします。全５回　10,000円

スポーツ鍼灸

12月16日・１月13日・２月17日・
３月16日（全４回・水曜日開催予定）古屋　英治　先生、上原　明仁　先生、金子　泰久　先生、紀平　晃功　先生

18時30分～ 20時40分 スポーツ現場での活動経験豊かな呉竹学園東洋医学臨床研究所の教員が、実際の活動を基にスポーツ傷害への対応や考え方を解
説します。また現場のみでなく学術的側面からも、国内外のスポーツ鍼灸に関する研究やCaseStudyを紹介すると共に鍼灸治効
理論からスポーツ鍼灸を捉えなおし、状況に応じた再現性の高い効果的な鍼灸の使用法を紹介します。全４回　8,000円

卒後臨床研修講座 申込フロー申込フロー申込フロー

①申込 東京医療専門学校のホームページトップページから、ページ左側にある『卒後臨床研
修講座』を開き、ご希望の講座の申込用紙をダウンロードし、記入後学校へFAX
にてお送りください。（FAX：03-3358-3976）

事務窓口にて「受講
票」を受け取り、会場
にお入りください。

申込キャンセルの場合

申込締切前　ご連絡ください。

申込締切後（振込前まで）

　　　　　　　キャンセル待ちの方へのご連絡もありますので、早

急にご連絡ください。

受講料振込後　早急にご連絡ください。受講料はいかなる理由でも

ご返金出来ません。予めご了承ください。

キャンセルのお電話が頂けない場合

　　　　　　　次回以降、参加が制限される場合がございます。ご

注意ください。

②申込
　締切

③受講日
　当　日

事務局から受講決定並びに受講料のお振込についてのお知らせを封書にて郵送い
たします。受講に際しての持ち物等のご連絡も併せてお知らせいたします。
受講定員のある講座の場合、申込人数によって抽選を行います。抽選にもれた方
にも通知しますので、ご連絡をお待ちください。
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【
天
使
の
た
ま
ご
　
概
要
】

　
天
使
の
た
ま
ご
は
、
藤
原
先
生

ご
自
身
の
妊
娠
・
出
産
を
機
に
、

二
〇
〇
六
年
に
東
京
都
銀
座
に
開
設

さ
れ
た
妊
産
婦
ケ
ア
専
門
の
鍼
灸
ア

ロ
マ
マ
ッ
サ
ー
ジ
サ
ロ
ン
で
す
。

　
妊
娠
し
や
す
い
身
体
づ
く
り
、
妊

娠
中
の
マ
イ
ナ
ー
ト
ラ
ブ
ル
（
つ
わ

り
、
肩
こ
り
、
腰
痛
、
冷
え
、
貧
血
、

情
緒
不
安
定
等
）
解
消
、
産
後
ケ
ア

を
求
め
て
、
開
院
以
来
四
万
人
以
上

の
妊
産
婦
さ
ん
が
来
院
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
現
在
で
は
「
銀
座
本
院
」
に
加
え

て
、「
自
由
が
丘
院
」、「
横
浜
元
町

院
」、「
不
妊
専
門
院
・
銀
座
」、「
産

婦
人
科
併
設
・
札
幌
院
」
の
計
五
店

舗
で
、
年
間
八
千
件
を
超
え
る
妊
産

婦
ケ
ア
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
船
水

　
藤
原
先
生
、
本
日
は
お
忙

し
い
と
こ
ろ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
藤
原
先
生
　
こ
ち
ら
こ
そ
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
船
水
　
こ
ち
ら
の
治
療
院
は
落
ち

着
い
た
雰
囲
気
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た

気
分
に
な
り
ま
す
ね
。
こ
こ
が
都
会

の
中
心
だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
、

訪
れ
た
だ
け
で
癒
さ
れ
ま
す
ね
。

　
藤
原
先
生

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
ち
ら
を
開
院
す
る
際
に

一
番
大
切
に
し
た
か
っ
た
こ
と
が
、

「
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
瞬
間
に
安
心
し

て
く
つ
ろ
い
で
い
た
だ
け
る
空
間
で

あ
る
こ
と
」「
完
全
個
室
で
あ
る
こ

と
」
で
し
た
。
初
め
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
患
者
さ
ん
の
多
く
は
、
鍼
は
痛
く

て
怖
い
と
思
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

か
ら
。
そ
の
た
め
に
国
内
外
の
名
高

い
ス
パ
や
サ
ロ
ン
に
一
般
客
と
し
て

訪
問
し
、
自
分
の
目
で
良
い
と
こ
ろ

や
改
善
の
余
地
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
回

り
ま
し
た
。

　
船
水

　
ど
れ
く
ら
い
の
数
の
ス
パ

や
サ
ロ
ン
を
訪
問
さ
れ
た
の
で
す

か
？
ま
た
、
訪
問
さ
れ
て
ど
の
よ
う

な
印
象
を
お
持
ち
に
な
り
ま
し
た

か
？

　
藤
原
先
生

　『
東
京
の
ス
パ
百
選
』

に
選
ば
れ
た
ス
パ
全
て
と
、『
世
界

の
ス
パ
百
選
』
に
選
ば
れ
た
三
十
の

ス
パ
を
訪
問
し
ま
し
た
。「
良
い
サ

ロ
ン
」「
良
く
な
い
サ
ロ
ン
」は
、入
っ

た
瞬
間
に
感
じ
ま
す
。
雰
囲
気
・
イ

ン
テ
リ
ア
・
香
り
・
施
術
と
い
っ
た

体
感
的
な
と
こ
ろ
の
ク
オ
リ
テ
ィ
は

も
ち
ろ
ん
重
要
で
す
が
、「
私
を
丁

寧
に
扱
っ
て
く
れ
て
い
る
」「
い
い

時
間
を
過
ご
せ
て
い
る
」と
い
っ
た
、

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
や
サ
ー
ビ
ス
精
神

の
部
分
が
、「
ま
た
こ
こ
に
来
た
い

な
」
と
い
う
動
機
付
け
に
と
て
も
大

事
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
船
水
　
ど
の
よ
う
な
患
者
さ
ん
が

来
院
さ
れ
ま
す
か
？

　
藤
原
先
生
　
腰
痛
・
肩
こ
り
の
方

が
多
い
で
す
ね
。
特
別
珍
し
い
主
訴

は
な
い
の
で
す
が
、
私
ど
も
の
患
者

さ
ん
の
特
徴
は
や
は
り「
妊
婦
さ
ん
」

で
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
私
自
身

も
妊
娠
し
て
い
た
と
き
に
身
体
の
ケ

ア
に
は
苦
労
し
ま
し
た
の
で
、
妊
婦

さ
ん
が
一
番
喜
ぶ
施
術
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
。

　
船
水
　
先
生
の
治
療
院
で
は
、
具

体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
重
点

を
置
か
れ
て
い
ま
す
か
？

　
藤
原
先
生
　
私
た
ち
は
、
患
者
さ

ん
か
ら
い
く
つ
「
あ
り
が
と
う
」
を

獲
得
で
き
る
か
の
「
あ
り
が
と
う
」

主
義
と
い
う
も
の
を
実
践
し
て
い
ま

す
。
患
者
さ
ん
の
要
望
に
応
え
る
だ

け
の
「
満
足
」
を
目
指
す
の
で
は
な

く
、
期
待
を
上
回
る
対
応
で
患
者
さ

ん
に
「
感
動
」
を
与
え
る
た
め
に
何

が
で
き
る
か
を
、
常
に
先
回
り
し
て

考
え
て
接
客
し
て
い
ま
す
。

　
船
水
　
感
動
。
い
い
で
す
ね
、
そ

の
結
果
が
リ
ピ
ー
ト
に
つ
な
が
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　
藤
原
先
生
　
そ
う
で
す
ね
。
例
え

ば
私
ど
も
で
は
、
ご
予
約
の
コ
ー
ス

に
関
わ
ら
ず
必
ず
「
今
日
は
お
時
間

何
時
ま
で
大
丈
夫
で
す
か
？
」
と
お

聞
き
し
て
い
ま
す
。
コ
ー
ス
終
了
後

も
お
時
間
の
許
す
限
り
施
術
を
し
、

治
せ
る
と
こ
ろ
ま
で
丁
寧
に
施
術
す

る
こ
と
に
よ
り
、
長
い
お
付
き
合
い

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
船
水
　
と
て
も
手
厚
い
心
が
け
で

す
ね
。
コ
ー
ス
終
了
後
も
延
長
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
予

約
数
に
も
ゆ
と
り
が
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
か
？

　
藤
原
先
生
　
は
い
。
コ
ー
ス
の
価

格
を
エ
ス
テ
や
サ
ロ
ン
に
近
い
も
の

に
設
定
し
て
い
る
分
、
患
者
さ
ん
に

は
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
の
な
か
で

き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

お
り
ま
す
。
私
ど
も
で
は
初
診
を
担

当
し
た
ス
タ
ッ
フ
が
次
回
以
降
も
施

術
に
あ
た
り
、
患
者
さ
ん
の
ニ
ー
ズ

を
深
く
掘
り
下
げ
、
オ
ー
ダ
ー
メ
ー

ド
の
き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
技
術
や
知
識
も
重
要

で
す
が
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の
安
心
感

が
リ
ピ
ー
ト
率
や
客
単
価
の
上
昇
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
船
水
　
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
、
き
め
細

か
い
サ
ー
ビ
ス
、
患
者
さ
ん
に
と
っ

て
、
特
別
な
日
に
な
る
心
が
け
が
随

所
に
見
ら
れ
る
わ
け
で
す
ね
。
こ
の

あ
と
は
「
開
院
ま
で
の
経
緯
」、「
女

性
と
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
」
な
ど
に
つ

い
て
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
の

信念を持ち続けること

活躍する卒業生!!活躍する卒業生!!活躍する卒業生!!活躍する卒業生!!
シ
リ
ー
ズ

内野鍼灸整骨院　院長　内野　直樹

6

　皆さんこんにちは。平成17年度柔道整復科卒業の内野直樹と申します。卒業後母校である鍼灸
科に進学をし、鍼灸科卒業後教務助手として、代々木校柔道整復科で６年間教壇に立たせていただ
きました。
　昨年度で母校の教員職を卒業させていただき、平成27年５月より茨城県鹿嶋市で念願であった
開業をしました。

　開業をするにあたり、自分はポイントとして大切にしていることがあります。
１．患者さんとのコミュニケーションを図ること。
２．痛みをとること。
３．誠意を持つこと。
４．自分の治療方針を説明し、理解してもらうこと。
５．患者さんの話、訴えをしっかり聞くこと。
６．笑顔で元気よく迎え、元気よく帰してあげること。
７．鑑別、検査、判断が確実にでき、業務範囲か、業務範囲外かを判断できること。
８．解剖・生理学の基礎をしっかりと理解しておくこと。
９．自分に必要なことは、卒業後も貪欲に勉強し続けること。
10．決して妥協しないこと。
　できるようでできていないことが多かったりします。一人での開業の大変さ、難しさはそ

の立場にならないと分かりにくいことですが、自分はこれらの項目を常に考え日々業務を行っております。
　業務の中で治療効果が出せない、症状の経過が悪いなどの失敗や患者さんへの説明、判断能力不足を日々考えさせられますが、学校で学んだ知識が
技術の裏付けとなり今の自分の治療に生かされています。修行時代とは違い、頼れる人がいない状況で、確実にミスなく施術しなければならないプレッ
シャーを乗り越えなければなりません。そんな時には、学校で学んだ教科書やノートをみて基本に帰るようにしています。
　東京とは違い人が疎らな地域ではありますが、開業して４カ月が経ち徐々に患者さんにも来ていただけるようになりました。一つ一つの積み重ねが信
頼を生むと考えます。現場の難しさ、楽しさを試行錯誤しながら毎日堪能しております。ぜひ、皆さんも信念を持ち続け、チャレンジ（挑戦）の気持ち
を忘れず勉学、また実務に精進してください。

で
、
も
う
少
し
お
つ

き
あ
い
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
藤
原
先
生
　
こ
ち

ら
こ
そ
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

【
く
れ
た
け
だ
よ
り

　
平
成
二
十
八
年
春

号
に
続
き
ま
す
】

治

療
家

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

OB・OG

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー

  

鍼
灸
科
科
長
補
佐　

船
水　

隆
広

　
妊
産
婦
ケ
ア
の
先
駆
け
的
存
在
で
あ
る
天
使
の

た
ま
ご
。
サ
ロ
ン
を
思
わ
せ
る
シ
ノ
ワ
ー
ズ
調
の

銀
座
本
院
に
て
、
藤
原
先
生
の
お
話
を
伺
っ
て
き

ま
し
た
。

天
使
の
た
ま
ご
グ
ル
ー
プ
代
表

　
藤
原

　
亜
季
先
生

（
東
京
医
療
専
門
学
校
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
科
　
平
成
十
七
年
度
卒
業
）

前　編
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（
鍼
灸
治
療
に
よ
る
副
作
用
を
含

む
）

④ 

施
術
部
位
と
施
術
内
容（
使
用
鍼
、

長
さ
、
太
さ
、
術
式
、
刺
激
内
容
、

本
数
な
ど
）

⑤
施
術
前
後
の
状
態
、
な
ど

　

常
連
さ
ん
で
い
つ
も
同
じ
施
術
内

容
だ
か
ら
と
い
っ
て
「
腰
痛
に
対
し

て
鍼
灸
施
術
」
し
か
記
録
し
な
い
の

で
は
、
鍼
灸
カ
ル
テ
と
し
て
の
体
を

な
さ
な
い
の
は
い
う
ま
で
も
な
く
、

万
一
の
際
、
過
失
が
な
か
っ
た
こ
と

を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

鍼
灸
カ
ル
テ
の
保
存
期
間
は
、
医

師
の
カ
ル
テ
の
よ
う
に
五
年
間
の
保

存
義
務
の
定
め
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

患
者
さ
ん
が
医
療
機
関
に
受
診
す
る

の
に
合
わ
せ
、
五
年
間
は
保
存
す
る

こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

鍼
灸
賠
償
責
任
保
険
に
加
入

し
て
い
る
場
合
、
代
理
店
さ

ん
や
保
険
会
社
に
何
を
連
絡
す
れ
ば

よ
い
で
す
か
。

ま
ず
は
電
話
で
結
構
で
す
の

で
ご
一
報
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
事
故
報
告
書
と
鍼
灸
カ
ル
テ
、

必
要
に
応
じ
て
使
用
し
た
鍼
の
サ
ン

プ
ル
な
ど
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

事
故
報
告
書
に
記
入
し
て
い
た
だ

き
た
い
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

① 
事
故
日
（
施
術
を
行
っ
た
日
）、

時
間
、
場
所

② 

患
者
さ
ん
の
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

住
所
、
電
話
番
号
、
職
業

③ 

事
故
の
原
因
、
発
生
状
況
（
患
者

さ
ん
の
症
状
、
施
術
内
容
・
方
法
、

使
用
器
具
な
ど
）

④ 

患
者
さ
ん
の
申
告
内
容
、
お
申
し

出
日

⑤
医
療
機
関
名

⑥
主
治
医
の
診
断
内
容

⑦ 

施
術
者
の
見
解
（
過
失
あ
り
、
過

て
も
ら
わ
な
く
て
よ
い
と
言
わ
れ
た

場
合
は
、
定
期
的
に
電
話
で
お
見
舞

い
す
る
の
も
一
つ
で
す
。

主
治
医
の
診
断
書
は
、
ど
の

よ
う
な
も
の
で
も
よ
い
の
で

す
か
。「

右
肺
気
胸
」
な
ど
傷
病
名

し
か
記
載
さ
れ
て
い
な
い
診

断
書
で
は
事
故
と
の
因
果
関
係
が
把

握
で
き
ま
せ
ん
。
気
胸
に
は
、
と
く

に
理
由
な
く
発
症
す
る
自
然
気
胸
も

あ
り
、
刺
鍼
に
よ
る
外
傷
性
気
胸
と

の
鑑
別
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
に
診
断
書
の
入
手
を
お

願
い
す
る
際
は
、
鍼
灸
治
療
と
事
故

と
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
主
治
医
に

記
載
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
忘
れ
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

因
果
関
係
が
あ
る
と
診
断
さ
れ
た

場
合
に
は
、鍼
灸
カ
ル
テ
を
確
認
し
、

施
術
者
、
施
術
前
後
の
患
者
さ
ん
の

状
態
、
施
術
内
容
な
ど
か
ら
事
故
原

因
と
過
失
の
有
無
に
つ
い
て
検
討
し

ま
す
。

そ
の
意
味
で
も
鍼
灸
カ
ル
テ

の
作
成
は
重
要
な
ん
で
す

ね
。

そ
の
通
り
で
す
。「
あ
ん
摩

マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
・
は
り

師
・
き
ゅ
う
師
等
に
関
す
る
法
律
」

で
は
、
鍼
灸
カ
ル
テ
の
作
成
は
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
鍼
灸
医
療
事
故
を
予
防

し
、
患
者
さ
ん
か
ら
損
害
賠
償
が
請

求
さ
れ
た
と
き
適
切
に
対
応
す
る
に

は
、
鍼
灸
カ
ル
テ
の
作
成
は
不
可
欠

で
す
。

　

鍼
灸
カ
ル
テ
に
求
め
ら
れ
る
記
載

内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

① 

問
診
内
容
、
既
往
歴
、
現
病
歴
、

症
状
、
主
訴

② 

体
格
（
身
長
、
体
重
）、
体
質(

妊

娠
、
貧
血
、
出
血
傾
向
、
ア
レ
ル

ギ
ー
、
呼
吸
・
循
環
器
疾
患
、
易

感
染
性
の
糖
尿
病
、
肝
炎
な
ど
の

罹
患
の
有
無
、
ス
テ
ロ
イ
ド
服
用

な
ど)

、体
表
所
見
（
あ
ざ
、湿
疹
、

打
撲
、
内
出
血
の
痕
な
ど
）

③ 

患
者
さ
ん
へ
の
説
明
と
同
意
内
容

　

患
者
さ
ん
が
入
院
し
て
い
る
場
合

は
、
入
院
先
や
患
者
さ
ん
と
の
連
絡

方
法
に
つ
い
て
も
確
認
し
て
お
き
ま

す
。

　

ま
た
、
患
者
さ
ん
の
申
告
や
説
明

内
容
は
全
て
記
録
し
ま
す
。

お
見
舞
い
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
で
し
ょ
う
か
。

病
状
が
落
ち
着
い
た
頃
、
患

者
さ
ん
に
確
認
し
て
か
ら
行

く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
鍼
灸
賠
償
責

任
保
険
に
加
入
し
て
い
れ
ば
、
お
見

舞
品
の
購
入
に
か
か
る
費
用
は
保
険

で
支
払
わ
れ
ま
す
（
※
保
険
商
品
に

よ
り
ま
す
）。

　

お
見
舞
い
に
行
け
な
い
場
合
や
来

頸
肩
部
の
こ
り
を
主
訴
と
し

て
来
院
さ
れ
、
鍼
灸
治
療
を

行
い
、異
常
な
く
帰
宅
し
ま
し
た
が
、

数
日
後
、
患
者
さ
ん
か
ら
「
気
胸
に

な
っ
た
」
と
連
絡
を
受
け
ま
し
た
。

　

施
術
当
日
の
発
症
な
ら
と
も
か

く
、
数
日
経
過
し
て
か
ら
医
療
機
関

を
受
診
し
判
明
し
た
と
い
う
の
で

は
、
施
術
が
原
因
で
起
こ
っ
た
気
胸

か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
い
う
連
絡
を
受
け
た
と
き
は

ど
う
対
応
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ

う
。

刺
鍼
に
よ
る
外
傷
性
気
胸
は

鍼
灸
医
療
事
故
の
中
で
最
も

よ
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
治
療
後
数

日
経
過
し
て
か
ら
発
症
す
る
例
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

医
師
の
診
断
に
よ
り
施
術
に
よ
る

事
故
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合

は
「
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」

と
誠
意
を
持
っ
て
謝
罪
し
ま
す
。

　

施
術
と
事
故
と
の
因
果
関
係
が
明

ら
か
で
な
い
場
合
は
、「
予
測
で
き

な
い
事
態
と
な
り
大
変
残
念
に
思
い

ま
す
。原
因
に
つ
い
て
確
認
の
う
え
、

過
失
が
あ
っ
た
場
合
は
相
応
の
対
応

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ま

ず
は
お
大
事
に
な
さ
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
遺
憾
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

事
故
原
因
を
十
分
確
認
せ
ず
に
安

易
に
過
失
を
認
め
る
謝
罪
を
す
る

と
、
後
で
そ
の
回
答
を
修
正
す
る
こ

と
は
大
変
困
難
で
す
。

失
な
し
、
分
か
ら
な
い
）

⑧
患
者
さ
ん
へ
の
対
応
状
況
、
な
ど

　

保
険
会
社
で
は
、
こ
れ
ら
を
も
と

に
過
失
の
有
無
と
そ
の
内
容
、
事
故

と
の
因
果
関
係
の
あ
る
損
害
と
そ
の

範
囲
、
そ
の
他
追
加
し
て
入
手
す
べ

き
資
料
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
、
必

要
が
あ
れ
ば
専
門
医
に
意
見
を
求
め

ま
す
。

　

そ
の
後
、損
害
賠
償
額
を
算
定
し
、

患
者
さ
ん
へ
の
説
明
や
交
渉
の
進
め

方
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

す
る
と
、
鍼
灸
賠
償
責
任
保

険
に
加
入
し
た
方
が
、
万
一

の
と
き
安
心
で
す
ね
。

そ
う
で
す
ね
。
保
険
に
加
入

す
れ
ば
、
解
決
に
至
る
ま

で
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
サ

ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

万
一
、
死
亡
や
重
い
障
害
が
残
る
事

故
が
発
生
し
た
と
き
に
は
、
大
き
な

賠
償
金
額
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
加
入
を
ご
検
討
く

だ
さ
い
。

　

鍼
灸
賠
償
責
任
保
険
で
は
、
患
者

さ
ん
へ
の
損
害
賠
償
金
（
治
療
費
、

通
院
費
、
看
護
費
用
、
将
来
の
介
護

料
、慰
謝
料
、休
業
損
害
、逸
失
利
益
、

葬
儀
費
な
ど
）
の
ほ
か
、
弁
護
士
費

用
等
も
保
険
で
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
保
険
会
社
が
患
者
さ
ん
と

示
談
交
渉
を
行
う
こ
と
は
法
律
（
弁

護
士
法
第
七
十
二
条
）
で
禁
止
さ
れ

て
い
る
た
め
で
き
ま
せ
ん
が
、
交
渉

が
難
航
す
る
場
合
は
、
経
験
豊
富
な

弁
護
士
を
紹
介
す
る
サ
ー
ビ
ス
も
あ

り
ま
す
。鍼

灸
賠
償
責
任
保
険
が
支
払

わ
れ
る
事
故
の
要
件
は
あ
り

ま
す
か
。い

く
つ
か
要
件
が
あ
り
ま
す

が
、
主
要
な
点
を
あ
げ
る
と

次
の
通
り
で
す
。

① 

身
体
の
障
害
（
健
康
被
害
）
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
。
身
体
の
障
害

が
発
生
し
て
い
な
い
単
な
る
ク

レ
ー
ム
や
言
い
が
か
り
は
保
険
適

応
と
な
り
ま
せ
ん
。

② 
過
失
の
あ
る
こ
と
（
説
明
義
務
、

安
全
施
術
義
務
、
医
療
勧
告
・
指

示
義
務
な
ど
の
注
意
義
務
違
反
が

あ
る
こ
と
）

③ 

過
失
と
鍼
灸
医
療
事
故
（
結
果
）

の
間
に
因
果
関
係
が
あ
る
こ
と
。

賠
償
す
べ
き
範
囲
も
因
果
関
係
の

あ
る
損
害
に
限
ら
れ
ま
す
。

患
者
さ
ん
の
治
療
が
そ
ろ
そ

ろ
終
わ
り
に
さ
し
か
か
り
、

損
害
賠
償
の
話
が
出
て
き
ま
し
た
。

損
害
賠
償
額
の
算
定
に
必
要
な
資
料

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ケ
ー
ス
に
よ
り
ま
す
が
、
次

の
資
料
の
ご
提
出
を
患
者
さ

ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

①
診
断
書
、
後
遺
障
害
診
断
書

②
治
療
費
明
細
書
、
領
収
書

③ 

交
通
費
、
看
護
料
、
諸
雑
費
の
明

細
書
、
領
収
書

④ 

休
業
損
害
証
明
書
、源
泉
徴
収
票
、

確
定
申
告
書
、
所
得
証
明
書

⑤ 

死
亡
診
断
書
、
死
体
検
案
書
、
な

ど

　

と
く
に
、
治
療
費
や
交
通
費
に
つ

い
て
は
後
に
な
っ
て
「
な
い
」
と
い

う
話
に
な
ら
な
い
よ
う
早
め
に
患
者

さ
ん
に
保
管
を
お
願
い
し
ま
す
。

示
談
す
る
際
は
ど
う
し
た
ら

良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

示
談
が
成
立
し
た
ら
、
患
者

さ
ん
と
示
談
書
を
取
り
交
わ

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
示
談
書
の

フ
ォ
ー
ム
・
内
容
は
保
険
会
社
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

患
者
さ
ん
へ
の
示
談
金
（
損

害
賠
償
金
）
の
お
支
払
い
は

ど
の
よ
う
に
し
ま
す
か
。

ま
ず
は
、加
害
者
（
鍼
灸
師
）

よ
り
被
害
者
（
患
者
さ
ん
）

に
示
談
金
（
損
害
賠
償
金
）
を
お
支

払
い
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
保
険
金

を
請
求
し
ま
す
。

　

保
険
金
の
ご
請
求
に
あ
た
っ
て

は
、
示
談
書
の
ほ
か
振
り
込
み
を
証

明
す
る
資
料
や
患
者
さ
ん
の
受
領
書

な
ど
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

示
談
金
（
損
害
賠
償
額
）
が

高
く
て
鍼
灸
師
か
ら
患
者
さ

ん
に
支
払
え
な
い
場
合
は
ど
う
し
た

ら
い
い
で
し
ょ
う
。

保
険
会
社
か
ら
直
接
患
者
さ

ん
に
お
支
払
い
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
自
己
負
担
金
（
免
責
額
）

や
支
払
限
度
額
な
ど
、
保
険
契
約
の

内
容
に
よ
っ
て
、
損
害
賠
償
金
や
弁

護
士
費
用
等
の
金
額
の
一
部
ま
た
は

全
部
を
お
支
払
い
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
事
故
の
ご
連
絡
の

際
、
契
約
内
容
に
つ
い
て
保
険
会
社

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

相
談
を
よ
く
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
鍼
灸
医
療
事
故
が
起
こ
っ
た
と
き
の
対
応
に

つ
い
て
、
Ｑ
＆
Ａ
で
解
説
し
ま
す
。

Ｑ
　

■
謝
罪
と
遺
憾
の
意
の
表
明

Ｑ

Ａ

　

■
お
見
舞
い
に
伺
う

Ａ

　

■
診
断
書
で
大
切
な
こ
と

Ａ Ｑ
　

■
鍼
灸
カ
ル
テ
の
重
要
性

ＱＡ

　

■
保
険
会
社
へ
の
連
絡
内
容

ＱＡ

　

■
保
険
加
入
の
重
要
性

ＱＡ
　

■
保
険
適
応
の
要
件

ＱＡ

　

■
損
害
賠
償
額
の
算
定

ＱＡ
　

■
示
談
と
示
談
金
の
お
支
払
い

ＱＡ

ＱＡ
　

■
保
険
金
の
お
支
払
い

ＱＡ

こんな
とき

　  ど
うする

？
東京海上日動火災保険株式会社

本店損害サービス部　医療賠責損害サービス室

鍼灸医療事故
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世
界
ス
カ
ウ
ト
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー

〜
鍼
灸
ブ
ー
ス
計
画
か
ら
実
行
に
至
る
ま
で
〜

　

そ
れ
は
二
〇
一
三
年
、
一
通
の
古

い
友
人
の
メ
ー
ル
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。「
四
十
四
年
ぶ
り
に
日
本
で
世

界
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
が
あ
る
よ
！
」。

　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
経
験
者
な
ら
誰

も
が
胸
を
躍
ら
せ
る
世
界
ジ
ャ
ン
ボ

リ
ー
（
世
界
大
会
）
が
日
本
で
行
わ

れ
た
の
は
実
に
四
十
四
年
前

（
一
九
七
一
年
）。
日
本
を
含
む
世
界

百
五
十
各
国
以
上
の
国
々
か
ら
、
約

三
万
人
の
十
四
歳
か
ら
十
七
歳
ま
で

の
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
る
世
界
規
模

の
大
会
で
す
。
皇
太
子
さ
ま
、
総
理

大
臣
も
出
席
す
る
こ
の
大
会
で
、
鍼

灸
師
と
し
て
何
か
で
き
な
い
か
…
途

方
も
な
い
計
画
を
立
て
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
今
大
会
で
カ
ル
チ
ャ
ー

ブ
ー
ス
と
い
う
公
益
性
の
高
い
イ
ベ

ン
ト
を
中
心
に
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
り
、
各
自
治
体
や
公
益
社
団
法

人
な
ど
が
出
店
を
計
画
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
ボ
ー
イ
関
係
者
か
ら
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
こ
こ

だ
！
」。
鍼
灸
、
ま
さ
に
日
本
を
代

表
す
る
伝
統
医
学
カ
ル
チ
ャ
ー
で
は

な
い
か
。
こ
こ
で
世
界
中
の
子
ど
も

た
ち
に
親
友
を
伝
え
ら
れ
た
ら
、
そ

し
て
数
年
後
、
そ
の
子
た
ち
が
世
界

の
ど
こ
か
で
鍼
灸
を
語
り
出
し
て
く

れ
た
ら
。
そ
う
思
う
と
、
も
う
い
て

も
た
っ
て
も
い
ら
れ
な
く
な
り
ま
し

た
。

　

そ
こ
で
本
校
の
坂
本
理
事
長
に
相

談
し
た
と
こ
ろ
、「
公
益
性
が
高
く
、

文
部
科
学
省
が
協
賛
の
世
界
イ
ベ
ン

ト
」
と
い
う
こ
と
で
、（
公
）
日
本

鍼
灸
師
会
、（
公
）
日
本
柔
道
整
復

師
会
に
ご
縁
を
つ
な
い
で
く
だ
さ
り

ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
二
年
間
、
日
本
鍼
灸
師

会
と
と
も
に
計
画
を
立
案
。
株
式
会

社
セ
イ
リ
ン
、
株
式
会
社
山
正
、
株

式
会
社
セ
ネ
フ
ァ
、
株
式
会
社
医
道

の
日
本
社
さ
ま
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
実
行
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
〇
一
五
年
七
月
三
十
日
、
ブ
ー

ス
当
日
。
山
口
県
き
ら
ら
浜
。
関
係

者
を
含
め
る
と
四
万
人
が
テ
ン
ト
暮

ら
し
を
し
て
い
る
広
大
な
敷
地
の
一

角
に
あ
る
カ
ル
チ
ャ
ー
の
巨
大
テ
ン

ト
。
そ
の
中
に
鍼
灸
師
会
、
そ
し
て

す
ぐ
近
く
に
柔
道
整
復
師
会
の
ブ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。
テ
ン
ト
内
は
四
〇

度
を
超
え
る
無
風
状
態
。
予
想
を
は

る
か
に
超
え
る
熱
さ
。
日
本
鍼
灸
師

会
副
会
長
の
大
口
俊
徳
先
生
を
リ
ー

ダ
ー
と
し
、
私
を
含
め
た
五
人
で
結

成
さ
れ
た
コ
ア
５
を
中
心
に
山
口
県

鍼
灸
師
会
、
私
の
教
え
子
た
ち
、
仲

間
た
ち
が
毎
日
、
日
替
わ
り
で
二
十

人
ほ
ど
集
合
し
て
く
れ
ま
し
た
。
中

央
に
ベ
ッ
ド
、
周
り
に
い
す
を
置
い

た
ブ
ー
ス
。
世
界
の
子
ど
も
た
ち
に

鍼
の
良
さ
、
楽
し
さ
、
治
療
効
果
を

実
技
を
交
え
な
が
ら
の
教
室
を
一
回

一
時
間
、
一
日
六
回
講
演
。
私
を
含

め
、
担
当
二
人
で
一
人
一
日
三
講
演

と
い
う
か
た
ち
で
体
力
を
回
復
し
な

が
ら
行
い
ま
す
。
入
口
外
で
は
ロ

ビ
ー
活
動
と
し
て
せ
ん
ね
ん
灸
や
パ

イ
オ
ネ
ッ
ク
ス
と
い
っ
た
も
の
を
体

験
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
「
さ
あ
！
や
ろ
う
！
」
大
き
な
か

け
声
と
と
も
に
初
日
が
始
ま
り
ま

す
。
大
勢
の
ボ
ー
イ
、
ガ
ー
ル
の
子

た
ち
が
来
ま
し
た
。「
ア
キ
ュ
バ
ン

ク
チ
ャ
ー
ブ
ー
ス
、
プ
リ
ー
ズ
カ
ミ

ン
」
と
、
み
ん
な
で
呼
び
込
み
鍼
灸

を
知
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
に
、
そ
の

場
で
お
灸
を
見
せ
る
。鍼
を
見
せ
る
。

　

み
ん
な
驚
き
を
隠
せ
な
い
顔
、
そ

れ
と
と
も
に
起
こ
る
興
味
。
海
外
の

子
ど
も
た
ち
は
、
明
る
い
。
と
っ
て

も
表
現
が
上
手
。
興
味
が
あ
る
と
ド

ン
ド
ン
来
る
し
、無
い
と
全
く
無
視
。

入
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
は
外
に
あ
ふ

れ
か
え
る
。
一
回
一
時
間
、
そ
れ
を

毎
日
六
回
繰
り
返
す
。

　
「
次
の
時
間
は
い
つ
？
」「
鍼
治
療

し
て
も
ら
え
る
の
？
」「
も
ぐ
さ
っ

て
何
？
」
二
十
人
の
ス
タ
ッ
フ
を
フ

ル
動
員
し
て
も
足
り
な
い
。
講
義
を

す
る
と
子
ど
も
た
ち
の
目
が
変
わ
っ

て
い
く
。
キ
ラ
キ
ラ
し
て
鍼
灸
を
見

る
。
休
憩
中
も
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
く

る
。
具
合
が
悪
い
か
ら
診
て
く
れ
ま

せ
ん
か
、
こ
こ
に
き
た
ら
な
ん
と
か

し
て
く
れ
る
っ
て
聞
い
た
。
ど
う
や

ら
子
ど
も
た
ち
の
中
で
胃
腸
を
壊
し

た
ら
鍼
灸
ブ
ー
ス
。
寝
不
足
な
ら
鍼

灸
ブ
ー
ス
。
寝
違
え
や
筋
肉
痛
に
も

鍼
灸
ブ
ー
ス
と
噂
が
広
ま
っ
て
い
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
肌
で
感
じ
る
興

奮
。
日
を
追
う
ご
と
に
人
は
増
え
ま

し
た
。

　

そ
し
て
日
が
経
つ
に
つ
れ
、
子
ど

も
た
ち
の
体
調
に
も
変
化
が
起
こ
り

ま
す
。
舌
苔
が
白
く
な
っ
て
く
る
。

外
は
暑
い
の
に
腹
部
は
冷
え
て
い
る
。

そ
う
、
脾
虚
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

　

海
外
で
の
生
活
、
連
日
の
猛
暑
、

慣
れ
な
い
食
事
、
テ
ン
ト
生
活
、
原

因
は
山
ほ
ど
あ
る
、
そ
こ
で
、
お
灸

を
す
る
と
血
色
が
戻
る
。
お
腹
が
鳴

る
。
驚
く
子
ど
も
た
ち
。
細
か
い
理

論
は
通
じ
な
く
て
も
、
現
象
は
通
じ

る
。
よ
く
な
る
実
感
。
笑
顔
が
で
て

く
る
。
ふ
と
周
り
を
見
る
。
外
に
ま

で
並
ん
で
い
る
。診
て
も
ら
い
た
い
。

そ
ん
な
思
い
で
来
る
子
ど
も
た
ち
。

中
に
は
大
人
の
隊
長
も
混
じ
っ
て
い

る
。《
良
い
も
の
は
ど
の
世
界
で
も

良
い
も
の
で
あ
る
》。
自
分
の
行
っ

て
い
る
鍼
灸
に
ま
す
ま
す
誇
り
を
持

て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

あ
る
若
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
が
い
ま
し
た
。
初
日
、
何
を
ど
う

す
る
か
分
か
ら
ず
右
往
左
往
、
だ
が

何
日
か
す
る
と
し
っ
か
り
し
た
プ
ロ

の
顔
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
っ
た
数

日
で
も
濃
密
な
体
験
は
人
を
変
え
ま

す
。
貴
重
な
経
験
こ
そ
人
生
を
豊
か

に
変
え
て
く
れ
ま
す
。
そ
う
い
う
も

の
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
で

き
た
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
で
し
た
。

　

最
終
的
に
八
日
間
、九
十
三
カ
国
、

一
千
人
近
い
子
ど
も
た
ち
（
ロ
ビ
ー

活
動
を
含
め
る
と
そ
の
数
倍
）
が
鍼

灸
ブ
ー
ス
に
や
っ
て
き
て
く
れ
ま
し

た
。
彼
ら
の
驚
き
と
、
そ
し
て
そ
の

効
果
を
体
験
し
た
後
の
感
動
す
る
顔

が
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
ジ
ャ

ン
ボ
リ
ー
ロ
ス
に
し
っ
か
り
な
っ
て

い
る
船
水
で
し
た
。

　

そ
し
て
鍼
灸
は

…
…
物
凄
く
心
配

で
し
た
。
で
も
そ

れ
は
、
全
く
反
対

の
結
果
と
な
り
ま

し
た
。連
日
満
員
。

大会体育2015
年度

2015
年度

が開催されました

　東京医療専門学校では、平成27年
４月25日（金）豊島園にて、恒例の
“体育大会”を開催いたしました。
　本年度もやる気と日焼けの予感に
みちみちた「としまえん第１グラ
ンド」。高らかな開会宣言の後、毎
年恒例になった養成科２年生プロ
デュースのオリジナル準備体操が始
まりました（今年はデューク更家と
妖怪のコラボレーション！）。たっ
ぷりと笑って動いて、準備は万端。
続く玉入れ・綱引き・障害物競走・
借り物競走・大縄飛び・クラス対抗
リレーなど日ごろの運動不足もなん
のその、頑張っている学生の皆さん
の姿が印象に残りました。
　特にクラス対抗リレーでは、気合
いの入った真剣勝負が繰り広げら
れ、教室ではなかなか見ることので
きない姿をかいま見て、心が熱くな
るひとときでした。

　１年生は
入学して１
カ月程度が
経ち、よう
やく学校や
クラスにも
慣れてきた

ころですが、体育大会を通じて更に
クラスメイトとの交友を深められた
ことでしょう。
　２年生・３年生は、もうチームワー
クは抜群で、おそろいのＴシャツを
仕立てて盛り上がっているクラスが
今年もちらほらと見られました。
　今年は、去年までと趣を変えて、

学科対抗の綱引きで最下位が決まっ
た学生チームと、教員選抜チームが
ブービー賞をかけて勝負する企画が
決行されました。
　さんざん体力を消耗した後、まし
てや「最下位のチームになら勝てる
のでは？」と、けっこうな自信を抱
いていた教員チーム。学生に負けじ
と、おそろいの呉竹ゆるキャラ復刻
ポロシャツなる物を揃えて張り切っ
て臨んだのですが、結果は…。
　学業や仕事で忙しい中、事前準備
から当日の運営まで協力して体育大
会を盛り上げていただきました体育
大会実行委員の皆さん、本当にあり
がとうございました。
　最後に、優勝した鍼灸マッサージ
科２年生の皆さん、おめでとうござ
いました！

　

今
回
、
初
め
て
中
国
研
修
の
引

率
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
約

三
十
人
の
学
生
を
引
き
連
れ
て
の

渡
航
、
こ
れ
か
ら
一
週
間
の
海
外

研
修
、
何
か
あ
っ
て
は
大
変
と
気

合
い
を
入
れ
て
成
田
空
港
に
向
か

い
ま
し
た
。
成
田
空
港
に
到
着
し

て
み
る
と
、
そ
ん
な
私
の
意
気
込

み
と
は
裏
腹
に
、
学
生
た
ち
は
こ

れ
か
ら
始
ま
る
研
修
に
心
躍
ら
せ

て
ワ
ク
ワ
ク
、ウ
キ
ウ
キ
の
様
子
。

そ
し
て
、
私
も
そ
の
笑
顔
で
ス
ッ

と
肩
の
荷
が
軽
く
な
っ
て
、
い
ざ

上
海
へ
出
発
！

　

上
海
に
降
り
た
っ
て
最
初
の
感

想
は
…
「
あ
、
暑
い
…
！
」。
ま

る
で
サ
ウ
ナ
の
中
に
い
る
よ
う
な

「
モ
ワ
ッ
」
と
感
に
い
き
な
り
く

じ
け
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
結
局
、
上
海
で
の
移
動
は
す

の
水
郷
で
有
名
な
観
光
地
（
朱
家

角
）
へ
。
水
郷
の
間
を
手
こ
ぎ
舟

に
乗
っ
た
り
、
街
を
自
由
散
策
し

た
り
、
み
ん
な
興
味
津
々
、
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。
次
の
日
か
ら
は

す
ぐ
に
研
修
が
ス
タ
ー
ト
す
る
の

で
、
ゆ
っ
く
り
で
き
る
の
も
こ
の

日
だ
け
。
早
速
、
初
日
の
夜
か
ら

ホ
テ
ル
の
近
く
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
を

受
け
に
行
く
学
生
も
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
次
の
日
か
ら
学
生
の
研

修
ス
タ
ー
ト
で
す
。
総
合
コ
ー
ス

は
東
洋
医
学
専
門
病
院
の
見
学

へ
。
東
洋
医
学
専
門
病
院
の
入
り

口
に
は
大
き
く
「
冬
病
夏
治
」
と

書
か
れ
た
看
板
が
掲
げ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
冬
に
か
か
っ
た
病
や
、

悪
化
す
る
病
気
は
夏
の
間
に
し
っ

か
り
と
治
療
を
し
て
治
す
の
が
よ

い
と
の
こ
と
で
す
。
病
院
の
待
合

室
、
廊
下
、
診
察
室
、
ど
こ
も
あ

ふ
れ
か
え
る
ば
か
り
の
患
者
で
埋

め
尽
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、

小
児
推
拿
科
に
も
次
々
と
幼
い
子

ど
も
が
ご
両

親
に
連
れ
て

こ
ら
れ
治
療

を
受
け
て
い

ま
し
た
。
小

児
の
場
合
は

西
洋
医
学
で

治
療
を
し
て

と
の
こ
と
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
東
洋

医
学
の
治
療
を
受
け
、
そ
の
効
果

を
実
感
し
て
い
る
た
め
で
し
ょ
う

か
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
鍼
灸

な
ど
の
東
洋
医
学
を
受
診
す
る
患

者
の
多
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
様
子
は
ま
る
で
日
本
の
大
学

病
院
の
よ
う
で
し
た
。
一
方
、
解

剖
コ
ー
ス
は
ま
ず
最
初
に
器
具
の

取
り
扱
い
方
法
や
注
意
事
項
な
ど

を
教
わ
り
、
し
っ
か
り
頭
に
た
た

き
込
ん
で
、
い
ざ
実
習
が
ス
タ
ー

ト
。
日
本
で
は
な
か
な
か
体
験
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
、
学
生
も
非

常
に
熱
心
に
実
習
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。
吸
収
で
き
る
も
の
は

す
べ
て
吸
収
し
よ
う
と
意
気
込
む

姿
は
、
ふ
だ
ん
学
校
で
は
見
た
こ

と
が
な
い
も
の
で
し
た
。
日
を
追

う
ご
と
に
段
々
と
慣
れ
て
い
き
、

最
後
の
方
は
学
生
た
ち
が
自
ら
判

断
し
、
行
動
す
る
姿
も
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

日
中
の
研
修
の
後
は
、
中
医
薬

大
学
の
先
生
方
と
の
交
流
会
、
観

光
、上
海
雑
伎
団
公
演
鑑
賞
な
ど
、

毎
日
び
っ
し
り
と
予
定
が
あ
り
ま

し
た
。
大
学
の
先
生
方
と
は
歓
迎

会
と
謝
恩
会
と
二
回
の
交
流
を
持

つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
毎
年
、

呉
竹
さ
ん
が
研
修
に
来
る
こ
の
一

週
間
は
本
当
に
ホ
ッ
ト
な
一
週
間

で
す
。
先
週
ま
で
結
構
涼
し
か
っ

た
の
で
す
が
ね
！
（
笑
）」
と
の

お
言
葉
…
学
生
の
熱
心
さ
が
上
海

を
更
に
ホ
ッ
ト
に
し
た
の
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
日
、
目

ま
ぐ
る
し
く
過
ぎ
た
上
海
研
修
。

学
生
た
ち
は
非
常
に
勉
強
に
な

り
、
ま
た
、
楽
し
く
一
週
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
体
調
不
良
を
訴
え
た
学
生
も

若
干
名
い
ま
し
た
が
、
特
に
大
き

な
問
題
も
な
く
、
無
事
に
第

二
十
七
回
上
海
中
医
薬
大
学
短
期

留
学
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。ま
た
来
年
も
多
数
の
学
生
が
、

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
体
験
が
で
き

る
場
に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

い
て
も
治
ら
な
い
た
め
に
、
小
児

推
拿
の
治
療
を
受
け
に
き
た
と
い

う
患
者
が
多
く
、
上
手
に
西
洋
医

学
と
東
洋
医
学
を
併
用
し
て
い
る

べ
て
バ
ス
の
送

迎
付
き
で
ま
っ

た
く
問
題
あ
り

ま
せ
ん
で
し

た
。

　

初
日
は
空
港

か
ら
上
海
郊
外

第
27
回
上
海
中
医
薬
大
学
短
期
留
学
報 

告



群馬県支部から 講習会のお知らせ
日　時　平成27年10月25日（日）午後１時～４時
会　場　公益社団法人・群馬県柔道整復師会会館
講　演　「プロ野球におけるトレーニングコーチ、トレーナーの役割」
講　師　佐伯　　勉　先生（元・サンフランシスコ、ジャイアンツ並びに元・

読売巨人軍のトレーニングコーチ）
共　催　今回は群馬県柔道整復師協同組合青年部との共催です。
参加申し込み
　　　　10月15日（木）までに電話またはハガキで申し込みください。
　　　　（参加費無料）
申し込み先　櫻井　　弘　群馬県高崎市飯塚町1040　電話 090-3348-7503
　　　　　　牛込　信喜　前橋市下石倉町22-6　　　 電話 027-251-5382

結果報告

第
48
回
公
益
社
団
法
人

全
国
柔
道
整
復
学
校
協
会
柔
道
大
会

　

八
月
四
日
に
綾
瀬
の
東
京
武
道

館
で
第
四
十
八
回
公
益
社
団
法
人

全
国
柔
道
整
復
学
校
協
会
柔
道
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
大
会
は

二
部
で
の
出
場
と
な
り
、
三
年
生

六
人
、
二
年
生
一
人
、
と
三
年
生

中
心
の
チ
ー
ム
編
成
で
試
合
に
臨

み
ま
し
た
。

　

週
二
回
と
少
な
い
時
間
の
中
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
を
用
い
た
筋

力
強
化
や
技
の
鍛
錬
を
積
み
日
々

練
習
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

　

結
果
は
惜
し
く
も
予
選
突
破
は

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
柔
道
整

復
科
に
入
学
し
て
か
ら
柔
道
を
始

め
た
選
手
が
多
い
チ
ー
ム
編
成
の

中
、
素
晴
ら
し
い
試
合
を
し
て
く

れ
ま
し
た
。
来
年
こ
そ
は
予
選
を

突
破
し
上
位
入
賞
を
目
指
し
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

選
手
達
は
精
一
杯
力
を
出
し
切

り
、
負
傷
者
も
出
る
こ
と
な
く
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
応
援
に
来
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
、
緒
先
生
方
、
関
係
者

の
皆
さ
ま
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
深
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も

応
援
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

リンク戦１回戦　0-7で敗退

＜東京医療専門学校＞ ＜臨床福祉専門学校＞

選手名 勝敗 選手名

大将 杉本　　洋 ●̶○ 古賀　崇裕

副将 清水　律晶 ●̶○ 工藤　優宗

三将 清水　健司 ●̶○ 鳩貝　賢太

中堅 一二三力延 ●̶○ 武田　拓之

五将 納本祐一郎 ●̶○ 竹本　　涼

次鋒 相良　智也 ●̶○ 原　進太郎

先鋒 宇治原大貴 ●̶○ 室田　理基

リンク戦２回戦　0-5で敗退

＜東京医療専門学校＞ ＜北海道柔道整復専門学校＞

選手名 勝敗 選手名

大将 杉本　　洋 引き分け 日和　大競

副将 清水　律晶 ●̶○ 四家　翔太

三将 清水　健司 ●̶○ 山本　敬士

中堅 一二三力延 引き分け 村井　　心

五将 納本祐一郎 ●̶○ 伊東　拓志

次鋒 相良　智也 ●̶○ 川口　達也

先鋒 宇治原大貴 ●̶○ 木村　和暉

平成27年10月16日（金）10：00～15：40
呉竹医療専門学校（大宮校）

『緩和ケアの現状と今後～在宅を中心に～』
　日本大学医学部　内科学系統合和漢医分野医局長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木下　優子

『メタボリック症候群、ロコモティブ症候群と運動療法』
　東京医科大学　健康増進スポーツ医学分野　主任教授
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浜岡　隆文

① 『新しい手技　ディープティシューマッサージと筋膜
リリース』　　　メディカル和気　院長　広橋　憲子
②『大師流小児はりの実際』
　　こどもと女性の鍼灸院　花小紋　院長　森山　富代
③『美顔マッサージ』

　東京医療専門学校　講師　古海　博子
④『ベッドサイドでも行える体幹トレーニング』
　法政大学スポーツ健康学部　兼任講師　春日井　有輝

第27会呉竹医学会学術大会

日時：平成27年
　　　10月17日（土）
　本年度も恒例の呉竹祭の
季節がやって参りました。
上記日程にて四ッ谷校舎での開催となります。
　当日は学生、教職員が一丸となってさまざまな出し物を行
う予定です。当校への入学を検討されている方には、学生生
活や当校の様子を知っていただける絶好の機会となります。
ぜひ、お越しいただきますようよろしくお願いいたします。
　また、卒業生の皆様も懐かしい学舎に遊びに来ませんか。

第39回呉竹祭

　イベント予告 Event Schedule　



くれたけだより　平成27年　秋号第40号　 8平成27年10月１日

マ
ッ
サ
ー
ジ
科

高
橋
　
勝
利
＊
昭
48
年

木
村
恵
美
子
　
昭
50
年

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
科

菊
地
　
八
重
　
昭
23
年

曽
我
　
勝
司
　
昭
36
年

木
内
　
　
実
　
昭
45
年

竹
内
　
利
勝
　
昭
46
年

松
山
陽
太
郎
　
昭
47
年

泉
川
　
暁
一
　
昭
49
年

貴
田
　
晞
照
　
昭
52
年

加
納
百
合
子
　
昭
53
年

村
井
　
増
巳
　
昭
53
年

本
郷
　
　
亮
　
昭
56
年

有
田
　
　
毅
　
昭
57
年

大
西

　
　
洋

　
昭
57
年

勝
又

　
俊
雄

　
昭
59
年

柄
沢

　
秀
司

　
昭
61
年

白
石
い
ず
み

　
昭
63
年

細
部
真
知
子

　
平
１
年

江
田

　
育
江

　
平
２
年

村
上

　
哲
二
＊
平
３
年

市
原
真
二
郎

　
平
４
年

杉
田

　
昌
彦
＊
平
５
年

小
林

　
晃
一

　
平
６
年

金
谷

　
義
孝

　
平
８
年

鈴
木

　
和
美

　
平
11
年

佐
野

　
孔
三
＊
平
13
年

堀
井

　
僚
子

　
平
13
年

林
　
　
云
海
＊
平
16
年

田
野

　
圭
一

　
平
18
年

長
尾

　
晃
史

　
平
18
年

新
井

　
貫
之

　
平
20
年

小
川
　
夕
子
＊
平
21
年

中
山
規
佐
子
　
平
23
年

緑
川
　
喜
江
＊
平
23
年

金
子
　
拓
哉
　
平
24
年

田
中
　
ま
き
　
平
26
年

鍼
灸
科

波
多
野
と
も
子

　
昭
49
年

高
橋
　
勝
利
＊
昭
50
年

土
屋
　
二
郎
　
昭
50
年

吉
田
敬
三
郎
　
昭
51
年

長
尾
ミ
チ
子
　
昭
52
年

森
田
　
文
子
　
昭
52
年

村
山
　
紀
代
　
昭
53
年

山
田
　
精
一
　
昭
53
年

朝
倉
　
邦
夫
　
昭
54
年

山
本
　
浩
史
　
昭
54
年

有
野
　
　
毅
　
昭
56
年

吉
川
　
幸
治
　
昭
56
年

西
郷
世
都
子
　
昭
57
年

鈴
木

　
　
宝

　
昭
59
年

山
本

　
　
學

　
昭
63
年

本
間

　
詩
朗

　
平
２
年

本
間
久
美
子

　
平
３
年

出
口

　
寿
津

　
平
７
年

會
田

　
浩
章

　
平
10
年

藤
川

　
節
子
＊
平
13
年

安
原

　
忠
司

　
平
14
年

鈴
木

　
昭
彦

　
平
15
年

堀
　
　
邦
子

　
平
16
年

原
　
　
哲
夫

　
平
18
年

岡
安

　
　
豊

　
平
19
年

仁
杉

　
　
守

　
平
19
年

槇
尾

　
和
則

　
平
20
年

大
谷

　
信
男

　
平
22
年

髙
安

　
順
平

　
平
22
年

佐
藤

　
雄
輔

　
平
23
年

堀
江

　
厚
子

　
平
24
年

当
真
　
　
浩
　
平
26
年

本
間
　
文
子
　
平
26
年

井
上
　
伸
次
　
平
27
年

柔
道
整
復
科

小
林
　
忠
男
　
昭
36
年

織
茂
　
洋
一
　
昭
44
年

稲
葉
　
　
茂
　
昭
51
年

松
岡
　
慶
樹
　
昭
51
年

有
野
　
　
毅
＊
昭
52
年

海
老
原
　
勝
　
昭
53
年

菊
地
　
　
傳
　
昭
54
年

馬
谷
原
　
進
　
昭
54
年

古
賀
　
　
宏
　
昭
55
年

大
崎
　
一
道
　
昭
58
年

武
田
　
清
七
　
昭
59
年

佐
々
木
　
勇
　
昭
60
年

阿
部
　
克
也
　
昭
62
年

玉
井
　
早
苗
　
平
１
年

岡
田
　
治
久
　
平
２
年

尾
花

　
正
貴

　
平
３
年

石
井

　
直
人

　
平
７
年

杉
田

　
昌
彦
＊
平
10
年

関
根

　
宏
幸

　
平
10
年

白
石

　
一
美

　
平
13
年

林
　
　
云
海
＊
平
15
年

小
野
田
充
利
　
平
16
年

村
上
　
哲
二
＊
平
16
年

佐
野
　
孔
三
＊
平
19
年

宮
杉
　
憲
佳
　
平
19
年

立
岩
　
直
子
　
平
23
年

山
本
　
高
裕
　
平
24
年

岩
崎
　
智
英
　
平
27
年

岩
本
　
莉
穂
　
平
27
年

教
員
養
成
科

遊
亀
　
泰
子
　
昭
63
年

村
上
　
哲
二
＊
平
５
年

玉
井
　
清
志
　
平
６
年

福
岡
　
智
美
　
平
14
年

藤
川
　
節
子
＊
平
15
年

松
本
　
正
行
　
平
15
年

小
川
　
夕
子
＊
平
23
年

緑
川
　
喜
江
＊
平
25
年

キ
ム
ラ
　
マ
サ
ヒ
ロ

ヤ
マ
モ
ト
　
ヨ
シ
ヒ
ロ

キ
ク
チ
　
タ
ケ
シ

ス
ズ
キ
　
カ
ズ
ヨ

ア
ザ
ワ
　
ヒ
デ
ヨ
キ

ナ
イ
ト
ウ
　
ユ
ミ
コ

匿
名
希
望

　毎
年
、「
く
れ
た
け
だ
よ
り
春
号
」
で
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
維
持
会

費
に
つ
き
ま
し
て
、
皆
様
方
の
ご
協
力
に
よ
り
平
成
二
十
五
年
度
の
維
持

会
費
は
八
月
末
現
在
で
約
百
四
名
の
方
々
に
よ
り
約
五
十
万
円
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　今
回
の
ご
協
力
者
一
覧
は
平
成
二
十
五
年
三
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
六

年
八
月
三
十
一
日
受
付
分
ま
で
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
氏
名

は
卒
業
学
科
・
卒
業
年
・
呉
竹
会
登
録
時
の
五
十
音
順
（
二
科
以
上
卒
業

の
方
は
そ
れ
ぞ
れ
の
卒
業
学
科
の
氏
名
に
＊
）
と
し
、
金
額
は
省
略
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　維
持
会
費
納
入
時
に
登
録
番
号
が
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
方
々
に
つ

き
ま
し
て
は
、「
フ
リ
ガ
ナ
」
の
み
の
掲
載
と
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
九
月
以
降
に
維
持
会
費
に
ご
協
力
い
た
だ
け
た
会
員
の
方
々
に

つ
き
ま
し
て
は
、
次
号
に
掲
載
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

維
持
会
費
協
力
者
一
覧

マ
ッ
サ
ー
ジ
科

鍼

　
　灸

　
　科

柔
道
整
復
科

教
員
養
成
科

卒
業
学
科
・
卒
業
年
不
明

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
科

〒160-0008 東京都新宿区三栄町三番地

東京医療専門学校内
電話 03-3341-4043
FAX 03-3358-3976

ホームページ
http://www.kuretake.ac.jp/

発 行 所

呉 竹 会東京医療
専門学校

■校友会推薦制度
　東京医療専門学校の卒業生（校友会会員）より推薦され、鍼灸科・柔道整復科の
いずれかに入学した方を対象として、学業・学術研究を奨励し、優秀かつ社会・校
友会に貢献する人物を輩出することを目的として、入学金の一部（10 万円）を入
学後に付与（返還不要）する制度です。

■院長推薦制度
　東京医療専門学校に対して過去に求人をだされた医療機関・治療院の代表者（院
長）より推薦され、鍼灸科・柔道整復科のいずれかに入学した方を対象として学業・
技術研鑽を奨励し、将来、有望な継承者となる人物を輩出することを目的として、
入学金の一部（５万円）を入学後に付与（返還不要）する制度です。

※ 本校を卒業された方が入学される場合、入学金が免除されます。詳細は入試事務
局までお問い合わせください。

各 種 奨 学 制 度
募集学科：鍼灸マッサージ科・鍼灸科・柔道整復科

一般入試１次 11月８日（日）

募集学科：鍼灸マッサージ科・鍼灸科・柔道整復科
一般入試２次 12月６日（日）

募集学科：鍼灸科・柔道整復科
鍼灸・柔整自己推薦入試1次 １月24日（日）

募集学科：鍼灸科・柔道整復科
鍼灸・柔整自己推薦入試２次 ２月13日（土）

募集学科：鍼灸科・柔道整復科
鍼灸・柔整自己推薦入試３次 ３月５日（土）

鍼灸マッサージ教員養成科

一般入試１次・推薦入試 10月24日（土）

一般入試２次 12月６日（日）

一般入試３次 ３月５日（土）

２
０
１
６
年
度
　
入
試
日
程

ご協力ありがとう
　　　　ございます




